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第 １  9  2 号 ２

定　例　会 

　

第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
方

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◇
人
権
擁
護
委
員

　
　
　

稲　

葉　

春　

美  
氏

　

災
害
復
旧
費
の
支
出
済
額
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で

壊
さ
れ
た
農
地
、
排
水
路
、
市
道
、
橋

梁
、
公
共
施
設
な
ど
の
回
復
に
市
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
に

は
敬
意
を
表
す
る
。

　

し
か
し
、
市
税
の
差
押
え
件
数
の
増

加
か
ら
も
、
市
役
所
の
滞
納
者
へ
の
対

応
は
厳
し
す
ぎ
る
。
長
引
く
大
不
況
と

大
震
災
の
被
害
、
原
発
事
故
に
よ
る
放

　

平
成
二
十
四
年

　
　

第
三
回 

定
例
会

平成 24年　第  3  回　定　例　会

結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

認　　定

報告のみ

報告のみ

報告のみ

報告のみ

報告のみ

同　　意

下妻市環境基本条例の制定 

茨城県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議

大宝小学校校舎耐震補強・改修工事（建築）変更請負契約 

平成24年度下妻市一般会計補正予算（第２号）

平成24年度下妻市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成24年度下妻市介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成23年度下妻市一般会計歳入歳出決算 

平成23年度下妻市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

平成23年度下妻市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

平成23年度下妻市介護保険特別会計歳入歳出決算

平成23年度下妻市介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

平成23年度下妻市下水道事業特別会計歳入歳出決算

平成23年度下妻市砂沼サンビーチ特別会計歳入歳出決算

平成23年度下妻市水道事業会計決算

専決処分の報告について「損害賠償について」

平成23年度下妻市一般会計継続費精算

平成23年度下妻市財政の健全化判断比率

平成23年度下妻市公営企業の資金不足比率

株式会社ふれあい下妻平成23年度経営状況報告

人権擁護委員の推薦に関し意見を求めること

議案第39号

議案第40号

議案第41号

議案第42号

議案第43号

議案第44号

認定第２号

認定第３号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

認定第８号

認定第９号

報告第９号

報告第１０号

報告第１１号

報告第１２号

報告第１３号

諮問第５号

 議　 員　 提　 出　 議　 案　 等

原案可決東海第二原子力発電所の廃炉を求める意見書意見書第１号

　

平
成　

年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
９
月　

日
ま
で
の　

日
間
に
わ

２４

１４

１２

た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
６
件
、
認
定
８
件
、

報
告
５
件
、
諮
問
１
件
、
議
員
提
出
の
意
見
書
１
件
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決
、
認
定
、
報
告
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
３
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

人 事 議 案  
人
事
議
案 

  

一
般
会
計

　
　

決
算
に
対
す
る

賛

否

討

論

反　
　

対
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平成２３年度会計決算

射
能
不
安
と
風
評
被
害
な
ど
、
市
民
生

活
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

庁
舎
建
設
基
金
は
、
市
民
の
暮
ら
し

を
支
援
す
る
事
業
や
市
税
の
軽
減
制
度

の
拡
充
に
回
す
こ
と
を
求
め
る
。

　

さ
ら
に
議
員
報
酬
を
減
額
し
、
寝
た

き
り
老
人
福
祉
手
当
や
母
子
・
父
子
家

庭
児
童
学
資
金
を
元
に
戻
す
こ
と
を
求

め
て
反
対
討
論
と
す
る
。

　

東
部
中
学
校
建
設
事
業
や
東
日
本
大

震
災
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
な
ど
に
よ

り
、
決
算
規
模
は
前
年
度
と
比
較
し
て

も
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
収
納
の
導
入
な
ど
に
よ
り
財
源
の
確

保
を
図
り
、
歳
出
で
は
、
学
校
施
設
の

耐
震
化
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
一
方
、
職
員
の
退
職

不
補
充
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
や
入
札

に
よ
る
委
託
経
費
の
削
減
を
図
る
な
ど
、

経
常
経
費
の
削
減
に
努
力
し
て
き
た
。

　

今
後
と
も
、
更
な
る
歳
入
の
確
保
、

弾
力
的
な
行
財
政
運
営
に
よ
り
、
市
民

福
祉
の
向
上
と
市
政
発
展
に
取
り
組
ま

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
賛
成
討
論
と

す
る
。

＝ 平成23年度　各 会 計 決 算 ＝ 

差　引　額歳出決算額歳入決算額会　　計　　別

13 億 9,754 万円177 億 6,105 万円 191 億 5,859 万円一　　般　　会　　計

4 億 9,063 万円52 億 4,545 万円57 億 3,608 万円国民健康保険特別会計

 464 万円3 億 1,885 万円3 億 2,349 万円後期高齢者医療特別会計

973 万円27 億 4,319 万円27 億 5,292 万円介 護 保 険 特 別 会 計

267 万円572 万円839 万円介護サービス事業特別会計

504 万円8 億 1,786 万円8 億 2,290 万円下水道事業特別会計

8,200 万円1 億 3,950 万円2 億 2,150 万円砂沼サンビーチ特別会計

※△ 2 億 8,058 万円14 億 6,291 万円11 億 8,233 万円水 道 事 業 会 計

17 億 1,169 万円284 億 9,452 万円 302 億     621 万円合　　　　　　計

※ 不足分については、過年度分損益勘定留保資金等で補てんした。

　 なお、決算金額については、万単位といたしました。

賛　
　

成

（単位　万円）
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１　

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る　

　
　

医
療
費
一
部
負
担
金
（
窓　

　
　

口
支
払
分
）
減
免
等
に
関　

　
　

す
る
制
度
を
利
用
し
や
す

　
　

い
よ
う
に
改
善
を
求
め
て

２　

学
校
給
食
食
材
の
放
射
性　

　
　

物
質
測
定
の
強
化
に
つ
い　

　
　

て     

３　

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
制　

　
　

度
の
拡
充
に
つ
い
て

一　般　質　問

４　

難
聴
者
・
児
に
対
す
る
福

　
　

祉
施
策
の
拡
充
を
求
め
ま

　
　
　

す

５　

孤
立
死
を
防
ぐ
た
め
の
施　

　
　

策
の
強
化
に
つ
い
て

１　

「
が
ん
検
診
」
に
つ
い
て

２　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ　

　
　

い
て

１　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ　

　
　

い
て

　
１　

株
式
会
社
ふ
れ
あ
い
下
妻　

　
　

経
営
状
況
に
つ
い
て

　
１　

雇
用
対
策
と
自
殺
問
題
に　

　
　

つ
い
て

１　

砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の
運
営　

　
　

と
跡
地
利
用
と
周
辺
開
発　

　
　

に
つ
い
て

２　

下
妻
中
学
校
用
地
の
先
行　

　
　

取
得
に
つ
い
て

１　

下
妻
市
の
学
童
ク
ラ
ブ
に　

　
　

つ
い
て

２　

市
役
所
の
電
力
需
給
の
見　

　
　

通
し
と
節
電
対
策
に
つ
い　

　
　

て

１　

自
治
基
本
条
例
制
定
の
考　

　
　

え
は
あ
る
か          　

２　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活　

　
　

用
に
つ
い
て

１　

ふ
る
さ
と
博
物
館　

年
度

24

　
　

運
営
事
業
で
あ
る
、「〔
仮

　
　

称
〕
元
気
な
ア
ー
ト
コ
ラ　

　
　

ボ
ラ
ボ　

下
妻
」
が
、
頓

in

　
　

挫
し
た
経
緯
に
つ
い
て

 　
１　

小
中
学
校
施
設
整
備
に
つ　

　
　

い
て

一
般
質
問
者
の
氏
名
・
項
目
は
次
の

と
お
り
で
す 
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   （
通
告
順
）

10

１ 
平
井　
　

誠　

議
員

２ 
山
中　

祐
子　

議
員

３ 
塚
越　
　

節　

議
員

４ 
松
田　

利
勝　

議
員

５ 
平
間　

三
男　

議
員

6 
菊
池　
　

博　

議
員

7 
程
塚　

裕
行　

議
員

8 
須
藤　

豊
次　

議
員

9 
原
部　
　

司　

議
員

　
 
斯
波　

元
気　

議
員

10
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下
妻
市
に
お
い
て
、
国

　
　
　
　
　

民
健
康
保
険
一
部
負
担
金

　
　
　
　
　

の
減
免
及
び
徴
収
猶
予
が

で
き
る
制
度
が
平
成　

年
４
月
１
日
か

２３

ら
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
、
生
活
困
窮
者
と
い
わ
れ
る
生
活
保

護
基
準
以
上
か
ら
１
３
０
パ
ー
セ
ン
ト

以
下
の
人
は
今
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
だ
。

　

厚
生
労
働
省
保
険
局
長
が
都
道
府
県

一　般　質　問

知
事
あ
て
に
出
し
た
通
知
に
は
、
「
保

険
料
、
保
険
税
の
滞
納
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
一
部
負
担
金
減
免
を
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
る
が
、
下
妻
市
は

要
綱
の
中
で
、
「
減
免
等
を
受
け
よ
う

と
す
る
世
帯
の
世
帯
主
は
、
国
保
税
を

完
納
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
納
税
相
談
に
よ
る
納
付
の
誓
約

を
履
行
中
で
あ
る
世
帯
に
お
い
て
は
、

市
長
が
認
め
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
は

な
い
」
と
し
て
い
る
。
で
す
か
ら
、
市

長
が
認
め
る
以
外
の
国
保
税
滞
納
者
は

減
免
等
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
先
の
厚
生
労
働
省
の
通
知
に
反

す
る
こ
と
に
な
る
。
要
綱
か
ら
こ
の
部

分
を
削
除
し
て
、
利
用
し
や
す
く
す
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
減
免
基
準
の
緩
和
を
求
め
る

と
と
も
に
、
生
活
困
窮
者
で
病
気
、
け

が
の
治
療
を
た
め
ら
っ
て
い
る
人
の
た

め
に
、
こ
の
制
度
の
市
民
へ
の
さ
ら
な

る
周
知
徹
底
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　

要
綱
で
は
、
保
険
税
の

　
　
　
　
　

完
納
を
減
免
の
要
件
の
一

　
　
　
　
　

つ
と
し
て
い
る
が
、
厚
生

労
働
省
通
知
に
よ
る
事
務
取
扱
基
準
を

参
考
に
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

減
免
基
準
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
国

の
特
別
調
整
交
付
金
の
補
填
対
象
が
こ

の
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る

た
め
、
さ
ら
な
る
緩
和
は
困
難
と
考
え

ら
れ
る
。

　

今
後
、
市
民
へ
の
制
度
の
周
知
に
努

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
被
保

険
者
の
生
活
実
態
に
留
意
し
、
関
係
各

課
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
運
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

が
ん
は
、
早
期
発
見
・

　
　
　
　
　

治
療
す
れ
ば
治
ら
な
い
病

　
　
　
　
　

気
で
は
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
そ
こ
で
が
ん
検
診
の
受
診
率
を

上
げ
る
た
め
に
、
次
の
提
案
を
す
る
。

　

ま
ず
肺
が
ん
検
診
だ
が
、
マ
ル
チ
ス

ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
検
査
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、

Ｘ
線
検
査
に
比
べ
発
見
率
が
高
く
、
苦

痛
も
少
な
い
。
次
に
胃
が
ん
検
診
に
つ

い
て
は
、
リ
ス
ク
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
検
診
で

あ
る
。
こ
れ
は
血
液
検
査
で
、
胃
が
ん

に
な
り
や
す
い
か
ど
う
か
を
診
断
す
る

も
の
で
あ
る
。
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い

て
は
、
便
潜
血
検
査
の
検
体
容
器
の
郵

送
で
の
回
収
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
「
が
ん
教
育
」

の
推
進
に
つ
い
て
だ
が
、
が
ん
に
対
す

る
基
礎
知
識
や
、
検
診
を
受
け
る
大
切

さ
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
思
う
が
、
考
え
を

伺
う
。

窓口では随時相談を受けています

質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問
質
問
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国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
医
療
費
一
部
負
担
金

 
（
窓
口
支
払
分
） 
減
免
等
に
関
す
る
制
度
を
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
改
善
を
求
め
て　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
井　

誠 
議
員

「
が
ん
検
診
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
中
祐
子 
議
員

検診でがんの早期発見・治療が可能になります



　
　
　
　
　
　

下
妻
市
で
は
、
肺
が
ん
、

　
　
　
　
　

胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
子

　
　
　
　
　

宮
が
ん
、
乳
が
ん
、
前
立

腺
が
ん
、
口
腔
が
ん
の
７
項
目
の
が
ん

検
診
を
実
施
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
肺
が
ん
検
診
は
、
ハ
イ

リ
ス
ク
者
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
が
、

喫
煙
指
数
な
ど
の
対
象
条
件
を
見
直
す

な
ど
、
今
後
さ
ら
な
る
導
入
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

胃
が
ん
リ
ス
ク
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
検
診
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
気
軽
に
受
け
ら
れ

る
利
点
は
あ
る
が
、
国
や
県
の
検
診
実

施
指
針
に
は
な
い
の
で
、
今
後
の
動
向

を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

大
腸
が
ん
検
診
に
お
い
て
の
検
体
の

回
収
方
法
に
つ
い
て
は
、
検
体
の
温
度

管
理
上
、
郵
送
に
よ
る
回
収
は
行
わ
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。　

　

「
が
ん
教
育
」
に
つ
い
て
は
、
学
校

で
が
ん
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
、

将
来
的
に
が
ん
の
予
防
や
早
期
発
見
、

早
期
治
療
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
検
診

を
小
学
４
年
生
と
中
学
１
年
生
に
お
い

て
実
施
し
て
お
り
、
生
涯
を
通
じ
て
健

康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
健
康
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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「
元
気
な
ア
ー
ト
プ
ロ

　
　
　
　
　

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
２
０
０

　
　
　
　
　

８
年
、
国
民
文
化
祭
へ
の

参
加
を
機
に
、
桜
川
市
に
結
成
さ
れ
た

ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
若
手
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
市
内
の
福
祉
施
設
に
入
所
、

通
所
す
る
障
害
者
と
の
共
同
作
業
に
よ

り
、
新
た
な
ア
ー
ト
の
可
能
性
に
挑
戦

す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
を
主
体
と
す
る
企
画

展
「
元
気
な
ア
ー
ト
コ
ラ
ボ
ラ
ボ　

下
in

妻
」
（
仮
称
）
が
平
成　

年
１
月
に
ふ

25

る
さ
と
博
物
館
に
お
い
て
開
催
の
予
定

だ
っ
た
が
、
年
度
が
変
わ
る
と
事
業
内

容
が
完
全
に
変
更
と
な
っ
た
。
こ
の
経

緯
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

　

障
害
者
ア
ー
ト
の
社
会
的
意
味
、
下

妻
市
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
価
値
、
な

ぜ
こ
の
事
業
を
や
る
か
と
い
う
肝
心
な

部
分
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

こ
の
事
業
は
、
桜
川
市

　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

に
事
務
局
を
置
く
実
行
委

員
会
が
実
施
す
る
芸
術
祭
で
、
ふ
る
さ

と
博
物
館
を
会
場
に
下
妻
市
と
実
行
委

員
会
で
の
共
催
を
基
本
に
協
議
を
進
め

て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
障
害
者
と
芸
術
家
が
一
緒

に
な
っ
て
作
品
を
つ
く
り
、
そ
の
制
作

過
程
を
含
め
て
展
示
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

　

作
品
制
作
時
に
お
け
る
障
害
児
・
者

の
写
真
や
映
像
の
撮
影
行
為
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
問
題
で
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
映
像
作
品
の
展
示

を
や
め
た
こ
と
な
ど
、
認
識
の
違
い
が

あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　

障
害
者
へ
の
配
慮
や
団
体
と
の
意
思

の
疎
通
の
問
題
、
博
物
館
が
市
の
施
設

で
あ
り
、
一
定
の
制
限
が
あ
る
こ
と
、

公
共
と
民
間
の
事
業
の
進
め
方
の
違
い

な
ど
団
体
の
意
向
に
沿
わ
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
た
め
、
慎
重
に
対
応
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
業
の
頓
挫
と
は

考
え
て
は
お
ら
ず
、
今
後
も
協
力
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

今
後
の
学
校
施
設
整
備

　
　
　
　
　

に
関
し
て
は
、
様
々
な
角

　
　
　
　
　

度
か
ら
将
来
を
見
据
え
、

慎
重
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

学
校
建
設
や
耐
震
補
強
改
修
工
事
に

要
す
る
多
額
の
事
業
費
を
い
か
に
工
面

す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
を
課
題
に
す

る
の
で
は
な
く
、
少
子
化
の
影
響
も
視

野
に
入
れ
、
今
後
の
学
校
施
設
の
あ
り

方
を
計
画
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
深
刻
化
し
て
い
く

少
子
化
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
学
校

施
設
整
備
の
一
つ
と
し
て
、
小
中
一
貫

校
も
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

小
中
一
貫
校
と
い
っ
て
も
、
学
力
向

上
ば
か
り
が
目
的
で
は
な
く
、
同
じ
敷

地
内
で
校
舎
を
共
有
で
き
る
よ
う
な
学

校
施
設
、
い
わ
ゆ
る
施
設
一
体
型
の
併

設
校
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
今
後
、
市

内
小
中
学
校
に
先
駆
け
て
、
下
妻
小
学

校
、
下
妻
中
学
校
の
併
設
校
の
導
入
も

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
み
て

は
ど
う
か
伺
う
。

さまざまなイベントが開催されるふるさと博物館
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質
問 ふ

る
さ
と
博
物
館　

年
度
運
営
事
業
で
あ
る
、
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「〔
仮
称
〕元
気
な
ア
ー
ト
コ
ラ
ボ
ラ
ボ　

下
妻
」

in

が
、
頓
挫
し
た
経
緯
に
つ
い
て　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
越　

節 
議
員
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弁

小
中
学
校
施
設
整
備

に
つ
い
て

　
　

松
田
利
勝 
議
員
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質
問



　
　
　
　
　
　

市
内
の
児
童
・
生
徒
数

　
　
　
　
　

は
少
子
化
の
流
れ
を
受
け

　
　
　
　
　

減
少
傾
向
に
あ
る
。
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
複
式
学
級
の
学
校
は

３
年
を
め
ど
に
統
合
の
対
象
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
１
学
年
平
均　

人
以
下
ま

１５

た
は
複
式
学
級
が
で
き
る
年
度
に
統
合

の
対
象
と
す
る
方
針
で
あ
る
。

　

現
状
で
は
、
概
ね　

年
程
度
は
統
合

１０

の
検
討
の
対
象
と
な
る
学
校
は
な
い
た

め
、
既
存
施
設
の
耐
震
補
強
が
必
要
で

あ
る
と
の
判
断
を
し
、
耐
震
補
強
及
び

大
規
模
改
修
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

下
妻
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
耐
震
補

一　般　質　問

しもつま市議会だより7

強
・
大
規
模
改
修
を
平
成　

・　

年
度

２５

２６

で
実
施
し
、
下
妻
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
度
以
降
に
建
て
替
え
る
こ
と

28

を
基
本
的
な
方
向
と
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
下
妻
小
学
校
、
下
妻

中
学
校
の
併
設
校
に
つ
い
て
は
現
在
考

え
て
は
い
な
い
が
、
将
来
的
に
は
、
小

規
模
学
校
が
さ
ら
な
る
少
子
化
に
よ
り

学
校
統
合
を
検
討
す
る
時
期
が
来
る
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
、
既
存
の

学
校
施
設
の
有
効
利
用
・
活
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
・

　
　
　
　
　

安
心
し
て
通
学
で
き
る
こ

　
　
　
　
　

と
が
、
保
護
者
だ
け
で
な

く
市
民
全
員
の
願
い
で
あ
る
。

　

安
全
で
安
心
な
環
境
づ
く
り
は
行
政

の
責
務
で
あ
り
、
市
民
協
働
で
推
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
通

学
路
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
近
年
ま
す

ま
す
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
当

市
に
お
い
て
も
現
状
を
ど
う
認
識
し
、

通
学
路
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
の
た

め
の
計
画
的
対
策
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　

次
に
、
通
学
路
に
お
い
て
不
審
者
の

出
没
や
わ
い
せ
つ
事
件
が
市
内
に
お
い

て
発
生
し
て
い
る
が
、
通
学
路
に
お
け

る
防
犯
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

　

最
後
に
、
自
然
災
害
の
危
険
か
ら
命

を
守
る
具
体
的
対
策
を
ど
う
講
じ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

通
学
路
に
お
け
る
交
通

　
　
　
　
　

事
故
防
止
対
策
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　

日
常
的
に
学
校
、
教
職
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
安
全
点
検
を
実
施
し
て
い

る
が
、
早
急
に
対
応
で
き
な
い
危
険
箇

所
に
つ
い
て
は
、
立
哨
指
導
、
そ
し
て

保
護
者
・
教
職
員
に
よ
る
登
下
校
の
付

き
添
い
等
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

　

今
後
、
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
関

係
課
・
機
関
と
密
な
連
携
を
と
り
な
が

ら
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

　

防
犯
対
策
と
し
て
は
、
防
犯
灯
の
設

置
、
道
路
路
肩
の
草
刈
り
、
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
「
子

ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
」
の
設
置
、

午
後
３
時
の
防
災
無
線
を
通
し
て
の
地

域
に
よ
る
見
守
り
依
頼
な
ど
、
地
域
ぐ

る
み
で
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
。

　

自
然
災
害
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
危

険
箇
所
を
把
握
し
、
現
場
に
お
い
て
具

体
的
な
避
難
方
法
、
場
所
等
の
実
施
指

導
を
行
い
、
児
童
・
生
徒
が
自
ら
の
命

を
守
る
た
め
に
主
体
的
に
行
動
す
る
態

度
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
さ
ら
に
保
護
者
に
対
し
て
も
、
学

校
で
の
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
理
解
を
求
め
、
災
害
時
の
支
援

と
協
力
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

今後、耐震化が計画されている下妻小学校校舎

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
間
三
男 
議
員
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地域の協力をいただきながら集団登下校を行っています
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答
弁



　
　
　
　
　
　

㈱
ふ
れ
あ
い
下
妻
の
経

　
　
　
　
　

営
状
況
は
、
３
期
連
続
赤

　
　
　
　
　

字
で
あ
る
。
特
に
、
本
業

で
の
儲
け
を
示
す
営
業
利
益
は
大
き
な

赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
収
益
力
が
大
幅

に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
今
期

初
め
て
純
資
産
が
資
本
金
を
下
回
り
、

こ
の
傾
向
が
続
け
ば
、
来
期
に
は
債
務

超
過
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ

る
。
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営
業
成
績
不
振
の
原
因
と
し
て
、
営

業
報
告
書
に
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
が
大
き
い
等
々
の
理
由
が
書
か
れ
て

い
る
が
、
経
営
環
境
は
日
々
変
化
し
て

い
る
の
に
、
依
然
と
し
て
旧
来
の
仕
組
、

体
制
を
維
持
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
決
算
結
果
を
市
長
は
社
長
と

し
て
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

社
長
の
公
募
な
ど
、
経
営
体
質
の
強
化

や
組
織
改
革
を
全
体
的
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

３
期
連
続
の
赤
字
と
い

　
　
　
　
　

う
大
変
厳
し
い
状
況
で
、

　
　
　
　
　

ま
さ
に
正
念
場
で
あ
る
と

重
く
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

道
の
駅
し
も
つ
ま
の
売
り
上
げ
が
減

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
経
営
戦
略
の
見

直
し
を
早
期
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
、

㈱
ふ
れ
あ
い
下
妻
経
営
改
善
指
導
業
務

を
委
託
し
、
財
務
分
析
や
ホ
テ
ル
・
温

泉
部
門
の
顧
客
構
造
、
運
営
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
現
状
分
析
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
分
析
結
果

を
踏
ま
え
た
改
善
策
を
基
本
と
し
て
、

業
務
指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

社
長
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
専
門
家
を
社
長
に
据
え
た

方
が
経
営
の
刷
新
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
も
考
え
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
引
き
受
け
た
以

上
は
、
一
生
懸
命
改
善
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

昨
年
１
年
間
の
全
国
の

　
　
　
　
　

自
殺
者
数
が
３
万
６
５
１

　
　
　
　
　

人
に
上
っ
た
。

　
　

歳
か
ら　

歳
代
前
半
の
社
会
で
活

２０

４０

躍
す
る
若
年
・
中
堅
層
の
自
殺
死
亡
率

が
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
も
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
い
世
代

の
非
正
規
雇
用
が
増
加
す
る
一
方
で
、

社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
弱
く
な

っ
て
い
る
あ
か
し
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
　

歳
か
ら　

歳
の
完
全
失
業
率
は
、

１５

２４

　

・
８
パ
ー
セ
ン
ト
と
悪
化
し
て
い
る
。

１０こ
う
し
た
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
若
者
に

と
っ
て
大
き
な
不
安
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
若
年
層
の

自
殺
者
が
増
え
続
け
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。

　

自
殺
を
社
会
全
体
の
問
題
と
受
け
止

め
、
悩
み
を
抱
え
る
人
の
話
に
耳
を
傾

け
、
サ
イ
ン
を
い
ち
早
く
察
知
し
予
防

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
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式
会
社
ふ
れ
あ
い
下
妻 
経
営
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

博 
議
員

経営戦略の見直しが進む道の駅しもつま

雇
用
対
策
と
自
殺
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

程
塚
裕
行 
議
員

雇用創出が期待される建設中のSMC株式会社



え
る
。

　

そ
こ
で
、
自
殺
防
止
の
具
体
的
対
策

と
相
談
件
数
、
雇
用
拡
大
に
向
け
た
企

業
誘
致
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

自
殺
予
防
対
策
と
し
て
、

　
　
　
　
　

「
こ
こ
ろ
の
相
談
」
の
日

　
　
　
　
　

数
を
増
や
し
た
り
、
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
自
殺
対
策
予

防
講
演
会
を
継
続
し
て
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
と
い

っ
た
役
目
の
人
を
育
て
る
養
成
研
修
を

行
う
な
ど
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
対
策
も

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
相
談
件

数
は
、
１
日
５
件
か
ら
６
件
来
る
こ
と

も
あ
り
、
保
健
師
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
市
内
２
つ

の
工
業
団
地
を
中
心
に
進
め
て
い
る
。

　

ま
ず
、
し
も
つ
ま
桜
塚
工
業
団
地
で

は
、
Ｓ
Ｍ
Ｃ
㈱
が
平
成　

年
５
月
の
操

２５

業
開
始
に
向
け
、
工
事
が
着
工
さ
れ
た
。

ま
た
、
つ
く
ば
下
妻
第
二
工
業
団
地
で

は
、
日
野
自
動
車
関
連
企
業
の
㈱
三
五

関
東
が
進
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
後
も
地
元
雇
用
の
拡
大
に
つ
な
が

る
よ
う
、
積
極
的
に
誘
致
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一　般　質　問
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砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
は
、

　
　
　
　
　

茨
城
県
開
発
公
社
か
ら
無

　
　
　
　
　

償
譲
渡
を
受
け
、
３
年
を

め
ど
に
運
営
し
て
き
た
。
そ
の
３
年
が

経
過
し
、
関
係
機
関
及
び
各
種
団
体
の

市
民
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
砂
沼
サ

ン
ビ
ー
チ
運
営
委
員
会
の
答
申
を
受
け

て
２
年
間
の
延
長
が
決
ま
り
、
残
す
と

こ
ろ
あ
と
１
年
の
運
営
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
専
門
家

チ
ー
ム
を
作
り
、
新
た
に
検
討
し
て
い

く
べ
き
だ
と
思
う
。

　

ま
た
、
廃
止
後
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
市
民
が
有
効
活
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
プ
ー
ル
跡

地
ば
か
り
で
は
な
く
、
砂
沼
を
含
む
周

辺
地
域
を
一
体
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

周
辺
開
発
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の
今

　
　
　
　
　

後
の
運
営
に
つ
い
て
、
残

　
　
　
　
　

り
１
年
で
終
了
す
る
の
か
、

あ
る
い
は
存
続
す
る
の
か
な
ど
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
費

用
や
屋
外
プ
ー
ル
の
た
め
天
候
に
大
き

く
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
経
営

状
況
に
つ
い
て
も
、
見
極
め
な
が
ら
判

断
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
運
営
終

了
後
、
ス
ム
ー
ズ
に
施
設
の
解
体
作
業

や
跡
地
の
整
備
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

茨
城
県
事
業
推
進
課
、
同
公
園
街
路
課
、

財
団
法
人
茨
城
県
開
発
公
社
及
び
下
妻

市
の
４
者
に
よ
り
検
討
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

運
営
期
間
の
決
定
や
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
非
常
に
重
要
で
難
し
い
判
断

と
な
る
こ
と
か
ら
、
各
界
・
各
層
の
代

表
者
か
ら
な
る
既
存
の
砂
沼
サ
ン
ビ
ー

チ
運
営
委
員
会
の
役
割
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
、
下
妻
市
が
意
思
決
定
す
る
た
め

の
意
見
や
提
案
を
多
く
い
た
だ
け
る
よ

う
な
組
織
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
を
含
め
た
周
辺
地

域
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

福
島
第
一
原
子
力
発
電

　
　
　
　
　

所
の
事
故
に
よ
り
原
発
が

　
　
　
　
　

停
止
し
、
東
京
電
力
の
電

力
供
給
量
が
不
足
し
た
。
ま
た
、
補
償

問
題
や
安
定
し
た
電
力
供
給
の
た
め
電

気
料
金
の
値
上
げ
が
決
定
し
た
。
そ
の

た
め
、
家
庭
や
企
業
、
各
自
治
体
も
様

々
な
知
恵
を
出
し
、
節
電
対
策
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
当
市
に
お
い
て
も
、
庁

舎
内
の
消
灯
や
蛍
光
灯
の
間
引
き
、
よ

し
ず
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
の
設
置
、
空
調
の

温
度
設
定
の
調
整
な
ど
努
力
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
伺
う
の
は
、
現
在
の
市
役
所

の
電
力
需
給
は
ど
の
ぐ
ら
い
に
な
っ
て

い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
よ
る

負
担
増
は
ど
れ
く
ら
い
を
見
て
い
る
の

か
。
節
電
対
策
は
講
じ
て
い
る
よ
う
で

は
あ
る
が
、
さ
ら
な
る
対
策
が
求
め
ら

れ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
具
体
的
な

節
電
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

夏のレジャースポットとして周辺地域の皆さまに愛されています
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市
役
所
の
電
力
需
給

の
見
通
し
と
節
電
対

策
に
つ
い
て

　
　

原
部　

司 
議
員

砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
の
運
営
と
跡
地
利
用
と
周
辺

開
発
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
須
藤
豊
次 
議
員
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一　般　質　問
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平
成　

年
度
は
、
震
災

２３

　
　
　
　
　

の
影
響
が
あ
る
た
め
、
一

　
　
　
　
　

昨
年
、
平
成　

年
度
の
数

２２

字
と
比
較
す
る
と
、
本
庁
舎
、
第
二
庁

舎
及
び
千
代
川
庁
舎
に
お
け
る
本
年
の

電
気
量
は
、
７
月
分
に
お
い
て
は
５
万

　

以
上
、
８
月
分
に
つ
い
て
は
約
２
万

KW
　

の
減
と
な
っ
て
い
る
。  

KW
　

次
に
、
電
気
料
金
に
つ
い
て
は
、
市

役
所
庁
舎
の
電
力
は
高
圧
電
力
の
た
め
、

家
庭
等
の
料
金
体
系
と
は
異
な
り
、
使

用
量
１　

h
当
た
り
２
円　

銭
の
増
と

KW

３６

な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
１
年

間
の
電
気
料
金
は
、
約　

万
円
の
増
を

９０

見
込
ん
で
い
る
。

　

節
電
対
策
と
し
て
は
、
下
妻
市
役
所

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
委
員
会
を
開
き
、

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
励
行
、
執
務
室
の
照
明

の
間
引
き
点
灯
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
等
、

全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。　

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

促
進
事
業
と
し
て
、
第
二
庁
舎
に
太
陽

光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
設
備
を
設
置
し
、

購
入
電
力
の
削
減
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
断
熱
フ
ィ
ル
ム

等
、
新
た
な
節
電
対
策
に
つ
い
て
も
、

検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

あ
り
、
当
該
条
例
の
制
定
は
避
け
て
は

通
れ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　

条
例
の
趣
旨
が
「
市
民
と
の
協
働
」

で
あ
る
の
で
、
そ
の
制
定
過
程
も
市
民

主
導
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

の
だ
が
、
制
定
済
み
の
自
治
体
を
み
る

と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
そ
こ

で
、
制
定
す
る
と
し
た
場
合
、
市
民
主

導
型
の
制
定
を
目
指
す
考
え
は
あ
る
の

か
、
そ
の
た
め
の
方
策
と
し
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
　
　

自
治
基
本
条
例
は
、
ま

　
　
　
　
　

ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考

　
　
　
　
　

え
方
や
仕
組
を
定
め
る
自

治
体
の
最
高
規
範
で
あ
る
。

　

下
妻
市
で
は
、
本
年
４
月
に
市
民
協

働
課
を
新
設
し
、
複
雑
か
つ
多
様
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
自

治
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
検
討
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

制
定
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
自
治
の

観
点
か
ら
、
公
募
を
含
め
た
市
民
か
ら

な
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
地
域
課
題
へ
の

対
応
や
意
見
の
集
約
を
行
う
と
と
も
に
、

市
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
積
極
的
に
活
用

し
、
情
報
を
公
開
・
共
有
す
る
な
ど
、

市
民
主
導
型
に
よ
る
制
定
を
前
提
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
自
治
基
本
条
例
は
、
議
会
基

本
条
例
や
住
民
投
票
条
例
な
ど
と
の
兼

ね
合
い
も
あ
る
の
で
、
よ
り
慎
重
に
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

自
治
基
本
条
例
と
は
、

　
　
　
　
　

市
民
協
働
、
住
民
自
治
を

　
　
　
　
　

実
現
す
る
た
め
の
条
例
で

あ
り
、
自
治
体
の
根
本
原
理
を
定
め
る

と
い
う
こ
と
で
、
自
治
体
憲
法
と
も
言

わ
れ
る
条
例
で
あ
る
。

　

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
、
「
市

民
と
協
働
で
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま

す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
市
民
協
働
の
政

策
は
当
市
に
お
け
る
最
重
要
な
課
題
で

緑のカーテンを利用して夏の冷房効率を高めました
（市役所本庁舎）

自
治
基
本
条
例
制
定
の
考
え
は
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斯
波
元
気 
議
員

まちづくりの主体として、市民の参画が進んでいます
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意 見 書　 請願・陳情の審議結果

しもつま市議会だより11

結　果付託常任
委 員 会

提　出　者　住　所　氏　名　　　　件　　　　　　　　　名

継続審査
文教厚生

委 員 会

茨城県水戸市笠原町978－46
 茨城県教職員組合
 執行委員長　高野　冨二男

教育予算の拡充を求める請願

継続審査
経済建設

委 員 会

下妻市黒駒1141番地8　黒駒区長　 粉川　　孝

下妻市黒駒179番地18　黒駒川岸区長

　　　　　　　　　　　　　　　　草間　　治

下妻市平方191番地１　平方１区長　高橋　彦一

下妻市平方195番地1　平方２区長　中村　範親

下妻市平方147番地2　平方３区長　小林　　茂

市道1481号線拡幅整備に関する請願書

採　 択
総　　務

委 員 会

下妻市宗道295－1

 小　貫　悦　子

東海第二原発廃炉を求める決議に関す

る請願書

━━━ 請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果 ━━━

東海第二原子力発電所の廃炉を求める意見書

　福島第一原子力発電所の事故により、第一次産業を始め多方面に深刻な影響が広がっています。茨城県
東海村の東海第二原子力発電所でも、当時２日間外部からの電源を失い、非常用発電機の電源の一部も停
止し、福島第一原子力発電所と同じような深刻な事態になりかねないところでした。
　もし、東海第二原子力発電所において、福島第一原子力発電所と同様な事態となれば、茨城はもちろん
のこと関東全域の被害状況は予測できない甚大なものとなり、住民は土地やそれまで築いてきたものすべ
てを失います。また、すでに東海第二原子力発電所は建設より３３年が経過し、老朽化が進んでいることも
懸念されます。
　国・政府・県は、これまでの原子力発電推進の政策方針を速やかに見直し、太陽光や風力、地熱発電等
の代替エネルギーによる発電、電力需給体制を構築するべくいっそうの取組みをなされることを求めます。
以上を踏まえて、国・政府・県については、下記事項を実現されるよう求めます。

                                    　　　　  記
１　東海第二原子力発電所を廃炉とすること。
２　代替エネルギー推進の方針を明示するとともに、関係政策の実行、予算を拡充すること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。　
　　平成２４年９月１４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下 妻 市 議 会
　（提出先）　　衆議院議長　　　横　路　孝　弘　殿
　　　　　　　　参議院議長　　　平　田　健　二　殿　　　
　　　　　　　　内閣総理大臣　　　野　田　佳　彦　殿
　　　　　　　　環 境 大 臣　   　細　野　豪　志　殿
　　　　　　　　経済産業大臣　　　枝　野　幸　男　殿
　　　　　　　　茨城県知事　　　橋　本　　　昌　殿
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行政視察来訪・議会日誌

　

落
ち
葉
が
散
る
季
節
と
な
り
、
朝
夕

は
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
。
寒
さ

に
向
か
う
折
柄
、
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ

う
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
上
記
に
も
掲
載
し
ま
し
た
が
、

　

月
に
鹿
児
島
県
は
南
さ
つ
ま
市
の
市

10議
会
議
員
の
皆
さ
ん
が
行
政
視
察
の
た

め
当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
行
政
視
察
と

は
、
議
員
が
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
自
治
体
へ
出
向
い
て
、
そ
の
施

策
や
地
域
の
行
政
・
文
化
等
の
実
情
を

視
察
す
る
こ
と
で
す
。

　

前
回
号
で
は
、
下
妻
市
の
各
常
任
委

員
会
の
行
政
視
察
の
報
告
を
し
ま
し
た

が
、
こ
の
行
政
視
察
は
、
「
百
聞
は
一

見
に
し
か
ず
」
な
の
で
あ
り
ま
す
。
文

字
通
り
、
人
の
話
を
何
回
も
聞
く
よ
り

自
分
の
目
で
確
か
め
る
ほ
う
が
よ
く
分

か
る
と
い
う
こ
と
を
、
視
察
へ
出
か
け

る
た
び
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
見
聞
を
広
め
、
視
察
先
で
得

た
知
識
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

去
る　

月
２
日
（
火
）
、
鹿
児
島
県

10

南
さ
つ
ま
市
議
会
の
産
業
建
設
委
員
会

が
行
政
視
察
の
た
め
当
市
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
視
察
内
容
は
、
本
市
の
「
し

も
つ
ま
観
光
お
も
て
な
し
計
画
」
で
し

た
が
、
担
当
課
か
ら
計
画
の
概
要
、
効

果
、
重
要
事
業
等
の
説
明
を
受
け
た
後
、

実
際
に
大
宝
八
幡
宮
、
小
貝
川
ふ
れ
あ

い
公
園
を
視
察
し
ま
し
た
。

４
日　

本
会
議  
議
案
質
疑

　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

５
日　

経
済
建
設
委
員
会

６
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

７
日　

決
算
特
別
委
員
会

　

日　

決
算
特
別
委
員
会

10
　
　
　

全
員
協
議
会

　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

11
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

12
　

日　

本
会
議　

委
員
長
報
告
、
質
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 市議会を傍聴してみませんか

● 次の定例会は、 12月  3 日から12  月12日までの10日間の予定です。なお、 一般質問は、
　12月7日 、10日の   2 日間の予 定です。　（上記日程は、変更する場合があります。）
　　※問合せ先：下妻市議会事務局　0296－43－2111　内線1112・ 1113
　　　下妻市役所のホームページからも「市議会だより」がご覧いただけます。
　　　また、「定例会・臨時会会議録」もご覧いただけます。
　　　　　　〈下妻市役所ホームページ〉　h t t p： / / w w w . c i t y . s h i m o t s u m a . l g . j p /　


